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9 【施工における　課題・問題点　等】

さく井工施工時は毎日約2000L～3000Lの使い水が必要となる。通常ならば付近の水路や近隣の

民家水道などから水を調達するが、新潟安田線ICさく井工付近にはそれらが無かった。

よって使い水の調達が課題となった。

10 【実　施　内　容】

①使い水用簡易井戸の設置と②散水車のよる使い水の運搬、双方のコストを比較し

　低コストのほうを採用する

11 【実　施　結　果】

コスト比較の結果、①使い水用簡易井戸の施工を採用した。

①のほうが②より500,000円コストが低く、さく井工施工時の施工性も良かった。
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【実　施　内　容　等】
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